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【アドミッション・ポリシー】 

 大阪大学のアドミッション・ポリシーのもとに、保健学専攻博士前期課程では、これからの日本、

そして世界における保健・医療・福祉のさまざまな課題を、リサーチマインドをもって探求、解決に

努力する、臨床実践者、臨床科学技術者、研究者、教育者を目指す人を求めています。医学分野だけ

でなく多様なバックグラウンドをもつ学生が共に学ぶことにより、画期的な発想が生まれ、高い専門

性と豊かな人間性が培えると考えます。医療専門職としてチーム医療や地域医療でリーダーシップを

とることができる人材や、保健医療科学の研究者として研究開発を行う人材には、広い視野と柔軟な

理解力が必要であり、基本的な英語力は必須です。急速に高齢化が進むわが国で､人々の健康の増進に

貢献したいという情熱のある人､新たな技術の開発に向けた研究を行う気概のある人を求めています。 

 

博士後期課程では、保健医療科学の分野で、グローバルな知識を持ち、国際的なリーダーシップを

発揮できる研究者の育成を目的としています。そのためには、豊かな語学力とともに、新たな分野を

萌芽的な段階の研究から切り開いていく能力、自らの専門分野にとどまらず他領域との融合による新

たな展開を図る能力など、高度のデザイン力が必要とされます。また、保健・医療・福祉の研究では

高い倫理観を持つことも大切です。医療界のみならず産業界からも期待され、将来の保健医療福祉分

野において国際的な貢献を目指す、多角的な視野を持つ人を求めています。 


